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５.2  目標達成のための施策及び事業  持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けた利便性・効率性の向上 

基本方針１：持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けた利便性・効率性の向上 
施策項目 公共交通ネットワークの維持・改善及び交通結節機能の強化 
施策① バス路線及び運行ダイヤ等の見直し 
施策概要 バス利用実態やアンケート調査等の分析によるニーズを踏まえ、市民の利便

性とバス事業者の採算性のバランスを図り、持続可能なバス路線を形成するた

め、運行経路や運行ダイヤ等の見直しを行います。 

 

 ＜基本的な考え方＞ 

 （1）駅を中心とした効率的なバス路線の維持 

  ・日常生活の移動は、札幌市との流動が多く、新札幌へのアクセスに路線

バスが利用されています。 

  ・江別市内では、野幌駅や大麻駅、江別駅とその周辺へのアクセスに路線

バスが利用されています。 

  ・まちづくりの中心であるとともに、通

勤、通学、買い物、通院といった日常生

活の移動において重要な役割を果たし

ている駅を中心とした現状のバス路線

ネットワークについて、今後もその方

針を継続し、持続可能な地域公共交通

体系の維持を図ります。 

▲野幌駅前北口広場    

 

 （２）利用者の少ないバス路線の見直し 

  ・江別市内を運行する路線バスについて、時間帯や曜日によって極端に利

用者が減少する路線があります。 

  ・利用促進を図るとともに、利用者が少ない要因の分析を行い、運行の見

直しを検討します。 

 

 （3）観光施設等へのアクセス改善や連携の検討 

  ・市民アンケート結果では、路線バスを利用した観光施設への新たな需要

やアクセス向上に関する意見が挙げられています。 

  ・バス路線の延伸やシャトルバスの運行等、アクセス向上に向けた検討を

行うとともに、待合環境の整備など施設との連携を図り、公共交通を利

用した観光促進を図ります。 
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 （4）利用者ニーズに対応した運行ダイヤ等の見直し 

  ▼需要に応じた運行の効率化 

  ・江別市内を運行する路線バスは、通勤や通学など日常的な利用が多くな

っていますが、その反面、休日は利用者が大きく減少するバス路線も存

在します。 

  ・また、利用が伸び悩んでいるバス路線も存在していることから、利用者

ニーズにマッチした利便性や効率性が高い運行となるよう検討を行いま

す。 

  ▼路線重複区間における運行間隔の見直し 

  ・江別市内は、3 社の路線バス事業者が路線バスを運行しており市民生活

を支えていますが、一部では、複数事業者や複数路線が重複し、運行時

間帯に偏りがあるなど、利便性や効率性の面から改善可能な区間が存在

しています。 

  ・運行事業者と適切に調整を図り、利便性と効率性の向上に向けた協議を

行います。 

  ▼停留所間隔の見直し 

  ・路線バスの利便性向上と運行効率化を図るため、平成 30 年にバス路線

の再編を実施しました。 

  ・しかしながら、バス路線の集約を図った結果、一部の停留所が廃止にな

るなど、停留所へのアクセシビリティが低下してしまった地区や施設が

存在しました。 

  ・今後、江別市内においても高齢化の進展に伴い、自宅や目的地から停留

所までのアクセシビリティ向上が求められることから、運行事業者や地

域住民の意見を踏まえ、停留所の新設や設置位置の見直し等の検討を行

います。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者、市民、民間 等 
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基本方針１：持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けた利便性・効率性の向上 
施策項目 公共交通ネットワークの維持・改善及び交通結節機能の強化 
施策② 鉄道主要駅での乗り継ぎ改善と情報充実化 

施策概要  日常生活の移動は、札幌市との流動が多く、新札幌へのアクセスに路線バス

が利用されているほか、札幌市中心部へのアクセスには鉄道が利用されていま

す。 

 一方で、路線バス利用において、バスから鉄道への乗り継ぎの満足度は低く

なっており、通勤や帰宅時間帯において、路線バスとの乗り継ぎが合わないと

の意見が寄せられました。 

 このため、市内の主要駅である、江別駅、野幌駅、大麻駅について、鉄道と

路線バスとの乗り継ぎの利便性向上に向けた検討を行います。 

 また、主要な交通結節点となっている江別駅、野幌駅及び大麻駅について、

路線バスの情報提供（統合時刻表の作成・掲出、バスマップの配架等）を実施

し、鉄道利用者に対して停留所や行き先、運行時刻など、路線バスの情報をわ

かりやすく発信していきます。 

 

  

▲大麻駅南口の路線バス案内 ▲野幌駅のバスマップ及び時刻表の配架 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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基本方針１：持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けた利便性・効率性の向上 
施策項目 公共交通ネットワークの維持・改善及び交通結節機能の強化 
施策③ 新技術や新たな交通モード等の導入に向けた研究 

施策概要  江別市内では、鉄道、路線バス、タクシーやデマンド型交通など、様々な交

通サービスが市民生活を支えていますが、それぞれにメリットやデメリットが

存在しており、単独の交通サービスでは改善が困難な課題も存在しています。 

 日々、技術開発が進む交通・通信の分野において、江別市でも地域の交通課

題の解決に向け、既存の公共交通を補完もしくは連携が図れるよう、新たな知

見等を検証していきます。 
 

 ＜基本的な考え方＞ 

 （1）MaaS、AIオンデマンド交通等の新技術の導入に向けた研究 

  ・近年、複数の交通手段を一つの交通サービ

スとして提供する MaaS（Mobility as a 

Service）や AI を活用した効率的な配車を

行う AI オンデマンド交通など、新たなモ

ビリティサービスの活用に向けた取り組

みが各地で行われています。 

  ・江別市においても、交通事業者と連携し、

地域や交通の課題解決に向け、将来的な新

たなモビリティサービスの導入に向けた

研究を行っていきます。 
 

 （２）路線バス運行時間外のタクシー活用 

  ・江別市は、駅を中心とした現状のバス路線

ネットワーク系の維持を図ることとして

いますが、深夜 0時頃まで運行している鉄

道に対し、市内の路線バスは 20時台で運

行終了となる路線も存在しています。 

  ・市内のタクシー利用者は、コロナ禍により

減少しており、地域公共交通維持の観点か

らも利用が望まれますが、日常的に利用す

ることは経済面から困難となっています。 

  ・経営の厳しいタクシーを活用しつつ、路線

バスの運行終了後の帰宅を支援する手段

として、鉄道駅周辺から利用可能な交通

手段について検討を行います。 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：研究（国の動向等を踏まえ導入を検討） 

実施主体 江別市、交通事業者、民間 等 

▲シンタクン（八戸公共交通
ポータルサイトより） 

▲MaaSとは 

（国土交通省 HPより） 
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 誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 

基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 公共交通に関する基本情報の整理及び提供 
施策① バス路線マップ及び路線バス乗り方ガイドの更新及び発行 

施策概要  江別市では、1998（平成 10）年から「江別市バス輸送システム検討懇談

会」における協議に基づき「江別市内バス路線マップ」と「江別市内路線バ

ス乗り方ガイド」を作成し、継続して更新・発行を行っています。 

 今後もバス路線の見直し等、必要なタイミングで更新を行い、市役所を始

めとした公共施設や路線バス営業所等で配布を行うとともに、江別市ＨＰで

公開します。      

 

▲江別市内バス路線マップ 

 

▲江別市内路線バス乗り方ガイド 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続） 
 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 公共交通に関する基本情報の整理及び提供 
施策② 広報紙や江別市ＨＰ等を活用した情報発信 

施策概要  江別市では、定期的に広報えべつを活用した情報発信を行っています。 

 江別市ホームページでは、トップページに「江別市内の公共交通」のリン

クを設置し、「江別市内バス路線マップ」や「江別市内路線バス乗り方ガイ

ド」のデータを提供しているほか、路線バス事業者の時刻表を掲載していま

す。 

 また、路線バス事業者と鉄道事業者の各社が提供している運行情報サイト

を掲載しており、江別市内の公共交通のポータルサイトとして情報発信を行

っています。 

 今後も引き続き、公共交通の利用に向けた市民への周知を図っていきます。 

 

 

 

▲広報えべつ（令和 4年 12月号） 
▲江別市ホームページ 

（江別市内の公共交通） 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 関係機関等と連携した公共交通利用環境の改善 
施策① 雪害時の除排雪に向けた連携体制の強化 

施策概要  令和 3年度の大雪による雪害では、札幌圏において、公共交通機関に大規模

な運休や遅れが発生しました。江別市内でも、鉄道や路線バスにおいて、全面

運休や大幅な遅延が発生するなど、市民生活に大きな影響が出ました。 

 降雪時における公共交通の安定的な運行の確保に向け、関係機関との連携体

制の強化を図ります。 

 

 （1）優先除排雪の実施に向けた協議 

  ・公共交通への影響を軽減するため、過去の実績等から狭隘となりやすい

ポイントを分析するなど、バス路線の優先除排雪の実施について、関係

者間で連携して検討していきます。 

 

 （2）雪害時の事前迂回路の設定 

  ・中央バスの江別新さっぽろ線や野幌見晴台線が運行している見晴台や新

栄台方面は、幅員狭小により、冬期間、大型車の通行が困難な区間が存

在し運休や運行経路変更の要因になっています。 

  ・（１）において、バス路線の優先除排雪を検討していきますが、1 便で

も多く路線バスを運行し、1人でも多くの利用者を運ぶため、大雪時に

路線バスの運行が困難になる区間については、事前に迂回路を設定する

など、路線バスの運行確保に向け検討を行います。 

       

 （3）地域と連携した停留所の維持管理 

  ・江別市内には、民間と協力して設置し、維持管理が行われている路線バ

スの待合所が 10か所あり、まちのランドマークとして親しまれていま

す。 

  ・通常、路線バスの停留所は、交通事業者

が管理しており、時刻表の管理や清掃、

除雪等の維持管理を行っていますが、特

に雪害時は、市内全域の停留所で除排雪

を実施することは困難となります。 

  ・バス路線沿線の施設や近隣住民との協働

による、持続可能な停留所の維持管理

の方策について研究していきます。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者、道路管理者、市民、自治会、民間 等 

▲酪農学園前バス待合所 

（管理者：学校法人酪農学園大学） 
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基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 関係機関等と連携した公共交通利用環境の改善 
施策② 江別市 HPや LINE等を活用した運休情報の発信 

施策概要  路線バスの運休情報は、交通事業者による情報

発信がメインでしたが、大雪時の市民への情報発

信を強化するため、江別市による情報提供の方法

について検討を進め、江別市ホームページのトッ

プページへの路線バスの運休情報の掲載に加え、

ＬＩＮＥ等のＳＮＳを活用し、プッシュ型の情報

発信により市民への速やかな情報提供に努めま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲江別市 LINE   

【想定事業スケジュール】 

2023年度：調整・協議・実施 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 関係機関等と連携した公共交通利用環境の改善 
施策③ 新たな待合所やバスロケーションシステムを活用した情報設備等の研究 

施策概要  令和 3年度の大雪による雪害では、鉄道や路線バスにおいて、大幅な遅延

が発生し、市民生活に大きな影響が出ました。 

 路線バスは、駅舎のある鉄道とは異なり、上屋のある待合所が少ないため、

特に冬期は、風雪や気温低下の影響により、身体的な負担が大きくなります。 

 加えて江別市内では、高齢化が進行しており、運転免許証返納後の交通手

段として路線バスへの期待が高くなっていることから、高齢者や障がい者な

ど、身体の不自由な方にも配慮した、利便性の高い待合環境の整備に向けた

取り組みを研究します。 

 待合環境の整備にあたっては、維持管理コストが交通事業者による待合所

整備の課題となっていることから、待合所の新設だけでなく、バス停留所付

近のコンビニ等の民間商業施設や行政機関の庁舎等を待合所として活用する

こと等も研究します。 

 近隣の施設での待合を行う際は、バスの運行状況をリアルタイムに確認す

ることができるバスロケーションシステムを積極的に活用することを想定し

ます。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：調整・実施 

実施主体 江別市、交通事業者、道路管理者、民間 等 
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基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 関係機関等と連携した公共交通利用環境の改善 
施策④ 交通不便地域等における交通手段の検討 

施策概要  市街化区域は、鉄道事業者と 3社の路線バス事業者により、網羅的に公共交

通網が整備されています。 

 一方、郊外部においては、令和 4年度から江北地区と豊幌地区でデマンド型

交通が正式運行を開始しましたが、その他の地

区では、路線バスの停留所へのアクセスが困難

な交通不便地域が存在しています。 

 江北地区と豊幌地区のデマンド型交通の知見

を活用しつつ、既存の交通サービスを活用する

など、交通不便地域の解消に向けた持続可能な

地域交通の確保に向けた検討を行います。 

▲江北地区デマンド型交通 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者、民間、地域団体 等 

 

基本方針２：誰もが安心・便利に利用できる公共交通の環境づくり 
施策項目 関係機関等と連携した公共交通利用環境の改善 
施策⑤ 高齢者等の移動支援に係る検討 

施策概要  今後、高齢化の進行等により、自家用車を利用することができない市民の

増加が予想されます。 

 このため、公共交通の利用促進に繋げられるような高齢者の移動や外出を

支援する制度の導入可能性について検討します。 

 また、誰にでも利用しやすい公共交通を目指すため、車両更新などの機会

に合わせ、低床型車両やユニバーサルデザイン車両の導入に向けた支援を行

います。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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 公共交通を支える市民意識の醸成 

基本方針３：公共交通を支える市民意識の醸成 
施策項目 モビリティ・マネジメントの推進 
施策① 出前講座の開催やイベント等での利用促進 

施策概要  江別市では、市民の要望に応

じて職員が直接訪問し、市政に

関するいろいろな事業や業務、

手続きなどをわかりやすくお話

しする出前講座を行っていま

す。 

 公共交通を今後も持続させて

いくためには、市民の公共交通

に対する理解が不可欠であるた

め、市民の希望に合わせた出前

講座等を実施します。 

 

 

 

 

▲令和 4年度出前講座メニュー表   

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 

 

基本方針３：公共交通を支える市民意識の醸成 
施策項目 モビリティ・マネジメントの推進 
施策② 転入者へのバス路線等の周知 

施策概要  転入者は、江別市における日常の移動方法がまだ習慣づけられていない場

合が多く、利用促進活動の対象として効果的であると考えられます。 

 転入手続きの際、「江別市バス路線マップ」や「江別市路線バス乗り方ガ

イド」等の公共交通に関する情報提供を行うことで、公共交通の利用促進を

図ります。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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基本方針３：公共交通を支える市民意識の醸成 
施策項目 モビリティ・マネジメントの推進 
施策③ 広報紙等による啓発 

施策概要  市内全戸に配布する広報紙を活用し、市

民向けに公共交通の利用促進を行います。 

 

【掲載内容（例）】 

 ・路線バスの利用方法 

 ・交通事業者が実施しているサービス 

 ・感染症対策 

 ・新たな取り組み  等 

 

 

 

 

 

 

▲広報えべつ（令和 3年 12月号） 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続） 

実施主体 江別市、交通事業者 等 
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 公共交通を支える仕組みづくり 

基本方針４：公共交通を支える仕組みづくり 
施策項目 補助制度や支援制度の検証 
施策① 現行の補助制度の適時見直し 

施策概要  江別市内のバス路線を適切に維持するため、路線バス事業者を対象とする

市の既存補助制度について、随時、見直しを行います。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：実施（継続）  

 ※国の補助制度や社会動向等に応じて検討 

実施主体 江別市、交通事業者 等 

 

基本方針４：公共交通を支える仕組みづくり 
施策項目 補助制度や支援制度の検証 
施策② 新技術や新たな交通モード等の導入への対応 

施策概要  「新技術や新たな交通モード等の導入に向けた研究」に記載した新たなモ

ビリティサービスの導入と連動して、交通事業者や関係機関に対する新たな

支援制度を検討します。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討（国の補助制度や新たなモビリティサービスの導入等の施

策実施状況に応じて検討 

実施主体 江別市、交通事業者 等 

 

基本方針４：公共交通を支える仕組みづくり 
施策項目 補助制度や支援制度の検証 
施策③ 乗務員確保策の検討 

施策概要  少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少や乗務員の高齢化、コロナ禍による

利用者減少等の影響により、路線バスやタクシー事業者では乗務員不足が深

刻化しています。 

 社会インフラの一部である公共交通を支えるため、乗務員不足の解決に向

けた方策を交通事業者とともに検討します。 

 

【想定事業スケジュール】 

2023年度：検討 

2024年度：検討（検討状況や協議の進捗に応じ、順次実施） 

実施主体 江別市、交通事業者、北海道、民間 等 

 


